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建交労鉄道
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お
知
ら
せ

２
月
19
日
（
日
）

わ
た
し
☆
ま
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３

（
10
時
～
15
時
ア
イ
ー
ナ
８
階
・
８
０
４A

）

２
月
22
日
（
水
）

盛
岡
地
域
総
行
動

（
早
朝
宣
伝
、
要
請
行
動
な
ど
）

２
月
25
日
（
土
）
盛
岡
労
連
・
機
関
紙
学
校

（
13
時
30
分
～
16
時

盛
岡
市
中
央
公
民
館
１
階
・
中
会
議
室
）

３
月
２
日
（
木
）
23
春
闘
勝
利
中
央
大
集
会

（
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
）
（
国
交
省
要
請
）

３
月
８
日
（
水
）

回
答
集
中
日

３
月
９
日
（
木
）

全
国
統
一
行
動
日
（
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
含
む
）

貨
物
本
社
前
で
抗
議
要
請
行
動

11
日
（
土
）
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
12
年

祈
り
の
灯
火
２
０
２
３

13
日
（
月
）

重
税
反
対
行
動
（
予
定
）

18
日
（
土
）

さ
よ
な
ら
原
発
岩
手
県
集
会

２
０
２
３

５
月

１
日
（
月
）

第
94
回
メ
ー
デ
ー

原
発
60
年
超

も
運
転
へ

原
子
力
規
制
委
が
新

規
制
案
を
了
承

福
島

第
一
原
発
事
故
を
教
訓

に
定
め
ら
れ
た
制
度
の

大
転
換

原
発
の
運
転
期
間
に

つ
い
て
、
原
子
力
規
制

委
員
会
は
10
年
ご
と
に

規
制
委
員
会
が
審
査
し
、

認
め
れ
ば
60
年
を
超
え

て
も
運
転
で
き
る
よ
う

に
規
制
を
見
直
す
案
を

正
式
に
了
承
し
ま
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
を
教
訓
に
定

め
ら
れ
た
制
度
の
大
き

な
転
換
に
な
り
ま
す
。

原
発
60
年
超
も
運
転

へ
原
子
力
規
制
委
が
新

規
制
案
を
了
承
。
福
島

第
一
原
発
事
故
を
教
訓

に
定
め
ら
れ
た
制
度
の

大
転
換
原
発
60
年
超
も

運
転
へ
。
原
子
力
規
制

委
が
新
規
制
案
を
了
承

福
島
第
一
原
発
事
故

を
教
訓
に
定
め
ら
れ
た

制
度
の
大
転
換

原
子
力
規
制
委
員
会

山
中
伸
介

委
員
長

「
高
経
年
化
し
た
発
電

用
原
子
炉
に
関
す
る
安

全
規
制
の
概
要
の
案
、

了
承
し
て
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
。
ご
了
承
い

た
だ
い
た
と
判
断
い
た

し
ま
す
」

原
発
の
運
転
期
間
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

福
島
第
一
原
発
の
事
故

を
受
け
て
改
正
さ
れ
た

原
子
炉
等
規
制
法
に
よ

り
原
則
40
年
と
定
め
ら

れ
、
規
制
委
員
会
が
認

め
れ
ば
1
回
だ
け
最
長

で
20
年
延
長
で
き
ま
す
。

岸
田
政
権
に
よ
る
原
発

運
転
期
間
を
延
長
す
る

方
針
を
受
け
、
原
子
力

規
制
委
員
会
は
定
例
会

合
で
、
運
転
開
始
の
30

年
後
か
ら
は
10
年
以
内

ご
と
に
設
備
の
劣
化
を

審
査
し
、
合
格
す
れ
ば

60
年
を
超
え
た
運
転
も

認
可
で
き
る
よ
う
に
す

る
新
た
な
規
制
制
度
案

を
了
承
し
ま
し
た
。

今
後
、
一
般
か
ら
意

見
を
公
募
し
、
電
力
会

社
と
の
意
見
交
換
を
経

て
、
運
転
期
間
の
上
限

60
年
な
ど
を
定
め
る
原

子
炉
等
規
制
法
の
改
正

案
を
ま
と
め
ま
す
。

こ
れ
で
福
島
第
一
原

発
事
故
を
教
訓
と
し
て

定
め
ら
れ
た
「
運
転
期

間
は
原
則
40
年
、
最
長

60
年
」
と
い
う
規
制
制

度
が
撤
廃
さ
れ
、
原
発

規
制
は
大
き
く
転
換
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
原
発

回
帰

」
の

背
景
に
巨
額
献
金

「
可
能
な
限
り
原
発
依

存
度
を
低
減
す
る
」
な

ど
と
し
て
き
た
政
府
方

針
を
覆
し
て
、
新
規
原

発
建
設
推
進
や
老
朽
原

発

の
運

転
を

認

め
る

「
原
発
回
帰
」
に
大
転

換
し
た
岸
田
自
公
政
権
。

電
力
会
社
や
原
子
力
関

連
の
企
業
、
研
究
機
関
、

原
発
立
地
地
域
の
自
治

体
な
ど
で
つ
く
る
一
般

社
団
法
人
「
日
本
原
子

力
産
業
協
会
」
（
原
産

協
会
、
３
９
２
団
体
）

の
会
員
企
業
が
、
自
民

党
の

政

治
資

金

団
体

「
国
民
政
治
協
会
」
に
、

２
０
２
１
年
の
１
年
間

に
あ
わ
せ
て
約
６
億
３

８
０
０
万
円
も
の
献
金

を
し
て
い
た
こ
と
が
赤

旗
の
調
べ
で
分
か
り
ま

し
た
。

押し寄せる ホルモン剤
抗生物質漬けの輸入肉
日本の食卓から魚が減り、肉の消費量は増加の一途。

各国との自由貿易協定の発効とともに輸入肉が市場

になだれ込んできました。

ファストフードや外食チェーンの多くは輸入肉を使用し

ています。

安さの陰には、飼育コスト削減のための成長ホルモン

剤の使用が常態化。

ＥＵではホルモン剤投与の米国牛肉の輸入を禁止し

ていますが日本ではフリーパスなのです。

また 、輸入、国産をとはず畜産での抗生物質の濫用

で耐性菌が増え、人間にも影響を及ぼしています。

安心できる肉をどう選ぶ
お店に並ぶ値段も産地もさまざまな肉。

安全な肉を手に入れるにはどうしたらいいでしょうか。

気をつけたい２種類の薬剤
●ホルモン剤（輸入牛・豚に使用）

使用目的

短期間で肥育。早く出荷できてエサ代も節約、生産コ

ストが下げられる。

問題

女児に小宮形成不全などが多発、若者のホルモン異

常の症状との関連が指摘。

●抗生物質（全ての肉に使用）

使用目的

治療目的以上に、成長促進・密飼いによる病気の予

防目的での過剰投与の懸念。

問題

薬剤耐性菌の増加。多くの治療剤が効かなくなり、よ

り強力な変種菌が産生。人にも影響を及ぼす。

安心できる肉は生産国ではなく、生産者で 選

ぶ
➊自然に近い飼育環境で、健康に育っている。

➋安全な飼料（非遺伝子組替え・ポス トハーベスト農

薬不使用）

➌薬剤（成長ホルモン剤、抗生物質）が投与されてい

ない。

良質な肉を選び、健康的な食べ方を

※牛肉や豚肉は、国際がん研究機関で「人に対して

おそらく発ガン性がある」グールプに分類。これらは腸

内の悪玉菌を増やすため、肉だけに偏らないようにし、

たんぱく質源は魚や大豆なども組み合わせ、バランス

よく食べてリスクを分散する。

※安心できる肉を買う。よい肉を提供するために努力

人間が健康に生きて行く為に16２

原
発
ゼ
ロ
Ｎ
Ｏ

１
４
０

ね
ら
わ
れ
て
い
る
原
発
再
稼
働

今
春
闘
で
は
１
人
の
１
０
０
歩
よ
り
、
１
０
０
人
の
１
歩
を
合
言
葉
に
、
奮
闘
し
ま
す

２
０
２
３
年
春

闘
が
始
ま
り
ま
し
た
。
物
価

高
騰

の
規

模
は
41

年

振
り
で
す
が
、
当

時
と

大
き
く
違
う
の
は
労
働
者

の
実
質
賃
金
が
下

が
り
続
け
て
き
た
下

で
の
物
価
高
で
あ
る
こ
と

で
す
。
実
質
賃
金
は
１
９
９
６
年
度
の
年
間
４
４
７
・
４
万
円
を
ピ
ー
ク
に
、
２
０
２
１
年
度
は
、

３
８
４
・
４
万

円
と
63

万
円

も
下
が
っ
て
い
ま
す
。
22

年
11

月
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
低
下

し
ま

し
た
。「
賃

金
が
上

が
ら

な
い
国

」
か
ら
の
転

換

が
切
実

に
求

め
ら
れ
る
中

、

春
闘

は

例

年

に
増
し
て
、
労
働

者
の
生
活
と
日
本
経
済
に
と
っ
て

重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す

。

大
軍
拡
を
止
め
、
社
会
保
障
と
暮
ら
し
を
守
ろ
う

岸
田
政
権
が
進

む
大
軍
拡
は
、
日
本
の
安
全
保

障
政
策
を
根

本
か
ら
く
つ
が
え
す
極

め
て

危

険

な
も

の
で
す
。
同

時
に
、
か
っ
て
な
い
軍

事

拡

大

が
、
社

会

保
障

と
暮

ら

し
を

犠
牲

に

強
行
さ

れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
大

増
税
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
労

働
者
・
国

民
の

命
と
生
活
を

守
る
上
で
も
大
軍
拡
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
が
必
要
で
す
。

慢
性

的
な
人

手
不

足
の
中

、
コ
ロ
ナ
対

策
の
最
前
線

で
歯

を
食
い
し
ば
っ
て
奮
闘

し
て
き
た

公

的
病

院

と
医

療

労

働
者

に
対
し
て
、
賃

上

げ
や

人

員
増

、
医

療

体
制

強

化

の
た
め
に
使

う
べ
き
お
金
、
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
充

て
た
積
立

金
合
計
７
４
６
億
円
を

前
倒
し
し
て
返
納

さ

せ
軍
事
費
の
財

源
に
転
用
す
る
こ
と
を

狙
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
年
金

額
の
改
定
で
は
、
本

来
行

う
べ
き
物

価
上
昇

に
見

合
う

増
額
を

せ
ず

、
実
質

的

に
減
額
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
軍
拡
を
止
め
、
社
会
保
障
と
暮
ら

し
に
こ
そ
予
算
を
回
せ
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三
浦
委
員
長
か
ら
、

岸
田
内
閣
は
閣
議
決
定

だ
け
で
５
年
間
で
43
兆
円

の
軍
拡
を
決
め
た
こ
と
に

対
し
て
、
専
守
防
衛
を
投

げ
捨
て
敵
基
地
攻
撃
能
力

を
持
つ
の
で
あ
り
こ
れ
ほ

ど
の
国
会
無
視
・
国
民
無

視
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い

と
批
判
し
ま
し
た
。

春
闘
の
争
点
は
、
物
価

高
騰
を
乗
り
越
え
る
大
幅

賃
上
げ
が
、
労
働
者
全
体

に
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
。

財
界
は
、
物
価
高
騰
に
追

い
つ
か
な
い
連
合
の
要
求

（
ベ
ア
３
％
、
定
期
昇
給

分
含
め
て
５
％
程
度
）
に

つ
い
て
で
さ
え
、
「
慎
重

な
検
討
が
望
ま
れ
る
」
と

消
極
的
で
す
。
春
闘
で
は

賃
上
げ
や
年
金
受
給
の
生

活
改
善
を
行
う
た
め
に
、

軍
事
費
で
は
な
く
生
活
に

回
す
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
５
０
０
兆
円
の
内
部

留
保
を
取
り
く
ず
し
、
日

本
経
済
を
立
て
直
そ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

下
山
書
記
長
よ
り
春
闘

方
針
案
が
提
起
さ
れ
討
論

さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
地
本
・
相
木

Ｊ
Ｒ
各
社
は
若
年
層
の

転
職
、
退
職
が
多
い
。
合

理
化
、
コ
ス
ト
削
減
で
魅

力
の
な
い
会
社
経
営
で
良

い
の
か
、
人
員
確
保
の
た

め
、
会
社
側
が
労
働
者
に

目
を
向
け
さ
せ
る
闘
い
が

必
要
。

宮
城
地
本
・
大
江

東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

で
は
、
臨
時
雇
用
員
の
日

給
が
昨
年
の
10
月
よ
り
最

低
賃
金
を
下
回
る
支
給
が

さ
れ
て
い
る
。
是
正
を
要

求
し
て
い
る
。

神
奈
川
地
本
・
佐
々
木

自
由
と
平
和
の
た
め

の

京

大

有

志

の

会

の

「
声
明
書
」
か
ら
チ
ラ

シ
を
作
り
、
清
掃
労
働

者
に
配
布
し
た
。
ア
ク

セ
ス
協
議
会
で
も
活
用

し
て
ほ
し
い
。
本
郷
台
・

港
南
台
の
ご
み
箱
が
撤

去
さ
れ
た
。
駅
長
判
断

で
行
わ
れ
た
。
確
認
し

て
ほ
し
い
。
２
０
２
７

の
変
革
以
降
、
若
年
退

職
者
が
増
え
て
い
る
。

ジ
ェ
ッ
ツ
で
は
限
定
免

許
を
取
っ
て
私
鉄
に
転

職
し
て
い
る
。
２
０
２

７
検
証
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

ア
ク
セ
ス
小
野

こ
の
１
年
間
で
２
０
０

名
が
削
減
さ
れ
た
。
社

員
は
毎
年
定
期
昇
給
す

る
が
契
約
・
パ
ー
ト
に

は
な
い
。
家
族
手
当
も

な
い
。
３
５
０
０
名
の

従
業
員
の
う
ち
２
０
０

０
名
が
パ
ー
ト
だ
。
旧

労
契
法
18

条
と
20

条
を

定
着
さ
せ
る
。
掲
示
板

が
良
く
見
ら
れ
て
い
る
。

掲
示
板
は
建
交
労
の
宝

物
。
ア
ク
セ
ス
対
策
会

議
で
知
恵
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
。

岩
手
須
藤

山
田
線
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
中
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

な
り
、
廃
線
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
盛
岡
市
と
宮

古
市
の
市
長
が
集
ま
り
補

助
金
で
乗
車
率
を
上
げ
、

廃
止
さ
せ
な
い
取
り
組
み

な
ど
話
し
合
い
が
行
わ
れ

た
。
国
は
ロ
ー
カ
ル
線
廃

止
有
り
き
で
す
。
地
方
の

公
共
交
通
確
保
の
必
要
性

を
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

討
論
の
最
後
に
、
下
山

書
記
長
が
、
「
物
価
高
騰

に
よ
る
家
計
へ
の
負
担
が

重
く
の
し
か
か
る
中
、
２

０
２
３
春
闘
が
た
た
か
わ

れ
る
。
黙
っ
て
い
て
は
何

も
勝
ち
取
れ
な
い
。

輸
送
密
度
１
０
０
０
人

未
満
の
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線

の
問
題
は
地
方
自
治
体
だ

け
に
負
担
を
負
わ
せ
る
の

で
は
な
く
、
公
共
交
通
の

維
持
に
必
要
な
基
金
を
創

設
し
、
政
府
が
責
任
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
の
最
賃

割
れ
の
賃
金
に
は
、
抗
議

し
早
急
な
是
正
を
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。組

織
拡
大
を
め
ざ
し

た
神
奈
川
地
本
が
対
話

行
動
で
は
、
工
夫
し
た

宣
伝
物
が
参
考
に
な
る
。

ア
ク
セ
ス
協
議
会
で
も

取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

い
ま
、
職
場
で
、
経
費

削
減
・
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

で
欠
員
が
出
て
も
補
充

さ
れ
な
い
。
黒
字
経
営

の
あ
ま
り
安
全
・
安
心

が
損
な
わ
れ
て
は
い
け

な
い
。
配
置
転
換
や
若

年
退
職
が
増
え
て
い
る
。

「
不
満
や
悩
み
に
耳
を

傾
け
て
労
働
組
合
に
結

集
を
呼
び
掛
け
て
」
ま

と
め
ま
し
た
。

「
会
社
は
利
益
が
上

が
ら
な
い
と
ベ
ア
も
出

せ
な
い
と
労
働
者
に
責

任
を
押
し
付
け
て
く
る

が
、
我
々
は
家
族
を
養
っ

て
い
く
た
め
に
賃
上
げ

を
要
求
し
て
い
る
。
儲

か
る
儲
か
ら
な
い
と
い

う
の
は
経
営
側
の
問
題

だ
。
相
手
の
土
俵
に
乗
っ

て
は
な
ら
な
い
」

新
人
事
制
度
に
つ
い

て
「
職
場
で
は
昇
給
額

が
６
割
に
な
っ
て
い
る

労
働
者
が
多
数
を
占
め

て
お
り
、
昇
格
試
験
を

受
け
る
が
こ
と
ご
と
く

落
と
さ
れ
続
け
て
い
る
」
、

「
試
験
自
体
が
不
透
明

で
あ
り
、
実
際
に
出
来

レ
ー
ス
的
な
部
分
が
多

数
見
受
け
ら
れ
、
何
回

も
落
と
さ
れ
る
現
状
に

や
る
気
が
失
せ
て
い
る
」

状
況
打
開
す
る
た
め
に

は
不
透
明
な
試
験
制
度

は
廃
止
し
自
動
昇
格
と

す
る
べ
き
で
あ
る
。

要
求
の
具
体
化
を
論

議
。
要
員
不
足
も
深
刻

な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

災
害
時
に
途
中
駅
で
長

時
間
止
め
ら
れ
、
代
替

要
員
が
い
な
い
と
10

時

間
も
20

時
間
も
機
関
車

に
缶
詰
め
状
態
に
な
る
。

早
急
に
運
転
士
の
養
成

を
求
め
る
と
し
ま
し
た
。

２０２３国民春闘 大幅賃上げ

大軍拡ストップへの声を上げよう
建交労鉄道東日本地本代表者会議

ス
ロ
ー
ガ
ン

１
.
賃
金
闘
争
の
推
進
で
物
価
高
騰
を
乗
り
越
え
よ
う
！

２
.
一
人
ひ
と
り
の
命
が
守
ら
れ
る
社
会
へ
、
賃
上
げ
・
雇
用
を
守
る
春
闘
を
展
開

し
よ
う
！

３
.
８
時
間
働
け
ば
誰
も
が
人
間
ら
し
く
く
ら
せ
る
、
公
正
な
社
会
へ
の
転
換
を
せ

ま
ろ
う
！

４
.
非
正
規
差
別N

G

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
広
げ
よ
う
！

５
.
い
ま
こ
そ
建
交
労
の
総
力
を
発
揮
し
よ
う
！

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
２
月
４
日
東
十
条
ふ
れ
あ
い
館
で
東
日
本
地
方
本
部
代
表
者

会
議
が
行
わ
れ
、
２
０
２
３
春
闘
で
物
価
高
を
上
回
る
賃
上
げ
を
勝
ち
取
り
、
ま
と

も
な
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
、
今
春
闘
で
は
、
主
張
す
る
こ
と
は
主
張
し
、
目
標
を

決
め
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
う
。
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で
は
、
労
働
者
・
国
民
と

し
て
投
票
す
る
権
利
を
行
使
し
、
生
き
甲
斐
が
あ
る
春
闘
を
闘
お
う
と
訴
え
ま
し
た
。

３
月
ダ
イ
ヤ
改
正

東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
係

臨
時
雇
用
員
の
日
給
を
７
，
４
０
０
円
と
さ
れ
た
い
。

時
給
１
，
０
０
０
円
と
す
る
こ
と
を
要
求
す
る

う
さ
ぎ
年
と
な
り
、

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
戦

争
準
備
が
進
ん
で
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。

そ
ん
な
中
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
人
が
懸

念
の
声
を
発
信
し
て

い
る
。

元
日
の
岩
手
日
報
、

「
平
和
の
願
い

強

く
ず
っ
と
」
と
題
し

て
吉
永
小
百
合
さ
ん

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
載
っ
て
い
た
。

「
怖
い
の
は
、
昨

年
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
カ
ッ

プ
で
日
本
中
が
沸
き

返
っ
て
い
た
時
に
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
や

防
衛
費
増
額
と
い
う

大
変
な
問
題
を
、
み

ん
な
で
考
え
る
ん
じ
ゃ

な
く
、
ど
ん
ど
ん
決

め
て
い
こ
う
と
し
た

動
き
で
す
。
大
事
な

の
は
、
力
に
頼
ら
ず
、

み
ん
な
で
意
見
を
出

し
合
っ
て
い
く
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
」
と
。

そ
し
て
、
89

歳
の

ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
渡
辺
貞
夫
さ
ん
、

91

歳
の
映
画
監
督
山

田
洋
次
さ
ん
の
平
和

を
願
う
と
り
く
み
を

例
に
と
っ
て
「
そ
う

し
た
方
々
を
見
る
と
、

私
も
も
っ
と
し
っ
か

り
し
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
結
ん
で

い
た
。

誕
生
日
が
私
よ
り

２
日
遅
く
、
私
よ
り

10

年
早
く
生
ま
れ
た

吉
永
さ
ん
に
「
こ
の

ぼ
ん
く
ら
も
も
っ
と

し
っ
か
り
し
な
け
れ

ば
」
と
誓
っ
た
。

目
の
前
の
小
さ
な

幸
せ
を
守
る
た
め
に

も
。

細
川
忠
雄

つ
ぶ
や
き

幸
せ
と

平
和

建交労２０２３年春闘「賃金引き上げ額」と要求
（１）賃上げ要求基準は、アンケート結果と生計費を原則に、すべての労働者が「人たるに値する生活ができる賃金」として

月額３４，０００円以上、日額１，７００円以上、時間額１６０円以上の引き上げとします。

（２）建交労最低賃金は月額２２５，０００円以上、日額１２，０００円以上、時間額１，５００円以上とし

ます。

（３）鉄道本部の一時金要求は、夏季・冬季の合計で基準内賃金の７カ月分とします。

３・９ＪＲ貨物本社前
抗議・宣伝行動

２０２３春闘・全国統一行動

と き ３月９日 １３時

ところ ＪＲ貨物本社前 （高島屋前）

〇 新人事賃金制度による差別やめろ

〇 定期昇給に差をつけるな

〇 人出不足を解消せよ

・ 月額 ３万４千円以上

・ 全国一律最低賃金 １５００円等・・・・

全
国
貨
物
協
が
リ
モ
ー
ト
で

23

春
闘
学
習
会
を
ひ
ら
く

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
43

あ
あ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
!!

と
て
も
「
お
め
で
と
う
」
と
は
言
え
な
い
新

年
。

そ
れ
に
付
け
て
も
こ
わ
い
の
は
台
湾
有
事

習
近
平
が
台
湾
を
武
力
侵
攻
す
れ
ば

ア
メ
リ
カ
は
即
介
入

在
日
米
軍
基
地
も
自
衛
隊
も
使
わ
れ
る

日
米
軍
基
地
は
中
国
か
ら
攻
撃
さ
れ

日
本
人
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

そ
れ
で
ほ
く
そ
笑
む
の
は
日
米
軍
需
産
業

日
本
は
絶
対
に
武
力
を
使
わ
ず
平
和
憲
法
を

守
る
と
改
め
て
世
界
に
宣
言
し

自
公
維
新
の
好
戦
勢
力
に
退
い
て
も
ら
お
う

今
年
は
地
方
選
挙
、
平
和
を
守
る
一
票
を
。

今
年
は
地
方
選
挙
、
平
和
を
守
る
一
票
を

井
上

駿

今
年
の
抱
負

私
の
山
行
・
一
山
百

名
山
（
一
つ
の
山
に
は

百
も
の
良
さ
が
あ
る
）
：

震
災
後
も
継
続
し
て
い

る
花
と
雪
渓
「
焼
石
」

と
、
震
災
後
に
３
回
挑

戦
し
て
天
候
・
体
調
等

に
よ
り
断
念
し
て
い
る

夕
日
も
あ
る
「
飯
豊
」

の
リ
ベ
ン
ジ
と
、
ジ
ョ

イ
フ
ル
夏
山
行
含
め
て

実
行
に
移
せ
る
よ
う
日
々
健
康
管
理
も
努
め
て

い
き
た
い
。

齋
藤
潤

目
の
前
の
こ
と
を
楽

し
ん
で
幸
せ
を
感
じ
る

こ
と
。
数
年
ご
無
沙
汰

の
「
晴
天
無
風
の
日
、

積
雪
期
限
定
の
鎌
倉
森
」

に
登
る
こ
と
。
温
か
い

涙
が
溢
れ
る
本
と
映
画

を
た
く
さ
ん
読
む
観
る

こ
と
。

細
川
忠
雄


